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平成２４年１２月９日から１０日の中部地方の大雪 

■概要■ 

低気圧が発達しながら日本海を北東に進み、12 月 9 日には北海道の東へ達して 12 月 9 日から 10 日にかけ

て、日本付近は強い冬型の気圧配置となりました。本州付近には非常に強い寒気が南下したため、岐阜県では、

9 日から 10 日の朝にかけて、飛騨地方北部や中濃の山地を中心に大雪となり、平地でも積雪した地域があって、

この時期（12 月上旬）としては記録的な大雪となりました。 

この大雪の影響で、中部電力株式会社岐阜支店管内では 12 月 10 日で停電が発生しています。 

http://www.chuden.co.jp/corporate/publicity/pub_release/press/3204782_6926.html 

（中部電力ＨＰ プレスリリースより／岐阜県内の停電について） 

 

○ 近傍気象庁観測地点の岐阜と美濃における推定着雪量 （当社算出） 

岐阜は、最大約１．６ｋｇ／ｍ， 美濃は、最大約０．５ｋｇ／ｍ 

 

○ 9 日～10 日の雪の記録と最深積雪の平年比 （出典：気象庁より） 

地点名 
降雪深 

（２日間合計） 
最深積雪

年平年値 最深積雪の比 

（今回の値／年平年値） 累積降雪深 最深積雪 

岐阜 19cm 17cm 47cm 17cm 100 ％ 

関ヶ原 21cm 21cm 137cm 37cm 57 ％ 

樽見 47cm 45cm 395cm 79cm 57 ％ 

長滝 75cm 92cm － － － 

高山 29cm 27cm 473cm 54cm 50 ％ 

白川 66cm 83cm 1055cm 178cm 47 ％ 

河合 71cm 78cm 854cm 135cm 58 ％ 

神岡 71cm 60cm 601cm 96cm 63 ％ 

※平年値は、西暦年の１の位が１の年から続く 30 年間の平均値をもって平年値とし、 

10 年ごとに更新しています（気象庁）。ここでは、1981 年～2010 年の平年値です。 

 

○ 累積降雪量の平年比／2012 年 12 月 15 日現在 （出典：気象庁より） 

 

※この図は、2012 年 12 月 15 日までの累積降雪量の平年比を地図上にプロットしています。 

期間中の降雪の深さを合計したものです。平年値の場合は、日平年値を合計しています。 
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■12 月 9 日から 10 日の気象概況■ 

○ 低気圧が発達しながら日本海を北東に進み、12 月 9 日には北海道の東へ達して、12 月 9 日から 10 日に

かけて、日本付近は強い冬型の気圧配置となりました。 

 

   

【出典：気象庁】 

 

○ 地上で大雪が降る時の気温の目安 

５００ｈPa の高さで –３６℃ 、８５０ｈPa の高さで -３℃～-６℃ 

 

12 月 9 日 21 時の 500ｈＰａ面の高層天気図では、朝鮮半島に-４２℃以下の非常に強い寒気があり、大

雪の目安とされている-３６℃の等温線が能登半島にかかっています。また、850ｈPa 面の高層天気図では、

-６℃の等温線が東海沿岸まで南下し、日本列島広域で雪が降ってもおかしくない天気となりました。 

 

   

【出典：気象庁】 

 

○ 岐阜県の大雪の情報 

岐阜地方気象台発表資料：http://www.jma-net.go.jp/gifu/pdf/sokuhou_20121209-10-1.pdf 
 

-36℃

-42℃

平成 24 年 12 月 9 日 21 時 

高層天気図（500ｈＰａ）

気象衛星画像（赤外）

平成 24 年 12 月 10 日 9 時 平成 24 年 12 月 10 日 9 時 

地上天気図

-6℃

平成 24 年 12 月 9 日 21 時 

高層天気図（850ｈＰａ）
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■近傍気象庁観測地点の岐阜と美濃における推定着雪量■ 

○ 推定着雪量は、岐阜で最大約１．６ｋｇ／ｍ、美濃で最大約０．５ｋｇ／ｍとなりました。 

○ 美濃の風向・風速は、12 日 9 日 17 時から 10 日 9 時まで静穏（0m/s）となっています。おそらく風速計も着

雪していた可能性が考えられ、実際の着雪量は０．５ｋｇ／ｍよりも多かったと考えられます。 

 

 

 

 

※ ここでは線路走向は考慮しないで、湿型着雪式を用いて着雪量を推定しています。詳しくは４頁を参照ください。 

脱落時刻

日照あり

気温上昇

日照あり

気温上昇

着雪発達開始

風速計に着雪の
可能性あり 
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■湿型着雪量の推定式■ 
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ここに dW  ： 時間間隔 dt における着雪量増加分（g/cm） 

nP  ： 衝突降水量強度(g/cm2/h)（=
2)/(1 sn vvP +  ・・・ 式 2 

T ： 気温(℃) 

P ： 地上降水強度（g/cm2/h） 

vs ： 雪片の落下速度（≡1m/s） 

Vn ： 風速の電線直交成分(m/s) 

Td ： 雨雪判別気温(℃) 

当該時刻の前 3 時間の降水量 5mm 未満のとき 

             rhTd 00251.0)ln(0697.057.1 −−=  ・・・ 式 3 

当該時刻の前 3 時間の降水量 5mm 以上のとき 

)ln(161.065.1 hTd −=  ・・・ 式 4 

ここに dT  ： 対象地点の雨雪判別気温(℃) 

ｈ ： 格子点の標高(m) 

ｒ ： 地点から海岸までの最短距離(km) 

よく用いられる着雪の脱落条件 

① 気温が 3℃以上となる 

② 雨雪判別気温以上の気温が 2 時間（夜間は 4 時間）継続する 

③ 3 時間以内の気温上昇が 1.5℃以上となる 

④ 積算日照時間が 1 時間以上となる 

⑤ 降雪終了後の経過時間が 6 時間（夜間は 12 時間）以上となる 

 

■問い合わせ先■ 

株式会社 工学気象研究所 

〒113-0033 東京都文京区本郷 1-30-17 ｴﾑｱｰﾙﾋﾞﾙ 6F  03-5800-0241 

URL http://www.kougakukishou.co.jp 

 

※ この湿型着雪推定式は、過去に電

力各社と(財)電力中央研究所によって

収集された送電線着雪に関する屋外

データや同研究所の屋内実験結果な

どをもとに、(財)電力中央研究所で作

成された着雪量推定式（電力中央研

究所, 1986）がベースとなっています。


